
８

月

日

、

京

都

府

後
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期

高

齢

者

医

療

広

域

連

合

議

会

が

開

か

れ

ま

し

た

。

井

上

議

員

は

、

コ

ロ

ナ

か

ら

被

保

険

者

の

命

と

健

康

を

守

れ

、

保

険

料

の

引

き

下

げ

を

、

減

免

制

度

の

拡

充

を

、

月

か

ら

の

窓

口

10

負

担

２

割

へ

の

値

上

げ

を

や

め

よ

、

等

々

と

訴

え

、

質

問

、

ま

た

、

府

民

か

ら

提

出

さ

れ

た

請

願

書

を

紹

介

し

ま

し

た

（

写

真

）
。

特
に
、
陽
性
者
が
急
増
、

医

療

機

関

や

保

健

所

の

仕

事

が

超

過

密

に

な

っ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

国

が

、

軽

度

の

患

者

へ

の

対

策

を

緩

め

よ

う

と

し

て

い

る

こ

と

を

批

判

し

ま

し

た

。
「

国

が

、

自

分

た

ち

が

削

っ

て

き

た

医

療

・

保

健

の

体

制

を

前

提

と

し

て

、

そ

の

範

囲

内

で

対

応

し

よ

う

と

す

る

か

ら

、

病

院

等

に

ム

リ

を

押

し

付

け

な

い

為

に

は

患

者

に

も

ガ

マ

ン

し

て

も

ら

お

う

か

と

、

そ

う

い

う

二

者

択

一

の

問

題

の

立

て

方

が

問

題

。

医

療

・

保

健

の

拡

大

充

実

が

カ

ギ

」

と

指

摘

、

見

解

を

問

い

ま

し

た

。

連

合

長

は

「

コ

ロ

ナ

対
策
は
大
変
む
ず
か
し
い
。

ワ

ク

チ

ン

が

大

事

」

な

ど

と

全

く

噛

み

合

わ

な

い

答

弁
で
し
た
。

「

陽

性

に

な

っ

て

し

ん

ど

い

が

自

宅

待

機

と

言

わ

れ

た

。

保

健

所

へ

の

電

話

が

全

然

繋

が

ら

な

い

」

な

ど

と

の

声

が

、

井

上

議

員

に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

医

師

・

看

護

師

の

増

員

や

保

健

所

の

各

行

政

区

へ

の

復

活

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

医

療

機

能

を

備

え

た

入

院

待

機

施

設

の

確

保

・

稼

働

・

活

用

等

々

、

緊

急

の

対

電

話

相

談

会

開

催

８

月

日

、

京

都

社

会
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保

障

推

進

協

議

会

の

主

催

で

市

民

電

話

相

談

会

を

開

催

。

井

上

議

員

も

相

談

員

の

一

員

と

し

て

待

機

、

か

か

っ

て

き

た

ご

相

談

の

電

話
に
対
応
し
ま
し
た
。

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最

近

の
相

談

か
ら

市
民
の
声

◎

ヘ

ル

ス

ピ

ア

廃

止

方

針

の

撤

回

を

求

め

た

い

。

再

検

討

し

て

下

さ

い

。

近

隣

施

設

は

、

入

会

金

や

会

費

が
高
く
て
払
え
な
い
。

◎

公

園

の

草

が

ボ

ウ

ボ

ウ

だ
。

◎

日

本

も

す

っ

か

り

後

進

国

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

ね

。

人

心

が

荒

廃

し

て

い

る

と

い

う

か

、

政

治

が

原

因

な

ん

で

し

ょ

う

ね

。

◎

営

業

用

の

冷

蔵

庫

を

買

っ

た

が

府

の

補

助

金

の

対

象
に
な
り
ま
す
か
？
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後期高齢者医療保険とは、７５歳以上対象の強制加入の保険で、広域連合はそれを運営す
る団体です。都道府県毎に、その府県内の各市町村で構成されます。首長である連合長は、

その市町村の長の中から選ばれ（京都は現在、八幡市長が連合長）、議員は各市町村議会か

ら選ばれます（議会内での選挙で、住民には選挙権・被選挙権はありません）。京都府では、

２６の自治体のうち、宇治市２人、京都市４人（現在、共・自・公・民から各１人）、他は

各１人、計３０人の議員がおり、年２回（夏に前年度決算、２月に翌年度予算が議題）、議

会が開かれています。府民からの請願なども、市議会等と同様、可能です。
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か
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よ
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敬老乗車証改悪中止をと市民が署名提出(８ /２９)


